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「女性に対する暴力を
なくす運動」についておるご～る

男女共同参画
わこうプラン推進委員だより わこうプラン推進委員

三好 光秀人権文化課　☎424-9088

No.
184

『男女共同参画苦情等処理窓口をご利用ください!』
「市の男女共同参画推進施策や男女共同参画の推進に影響を及ぼす施策への苦
情」や「セクハラや男女共同参画を阻害する人権侵害の相談」をお受けします。

人権文化課 ☎424-9088

　毎年11月12日〜25日の2週間は国や
自治体が「女性に対する暴力をなくす運
動」に取り組む期間です。女性への暴力は
DV、性犯罪・性暴力、人身取引、セクシュ
アル・ハラスメントなど様々な形をとりま
す。暴力は性別を問わず許されるもので
はありませんが、特に女性への暴力は、女
性の人権への軽視や、経済的、社会的地位
の男女格差などを背景にした構造的な問
題として生じており、男女平等の社会を築
く上でも社会的な取組みが急務です。
　このことは国際社会でも同様に認識さ
れ、国連は11月25日を「女性に対する暴
力撤廃国際日」としました。女性への暴力
は洋の東西を問わず世界各地で起きてい
ます。平和や女子教育の必要性を説いて
ノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフ
ザイさんも、対立する勢力から銃撃を受
け、瀕死の重傷を負いました。男女平等や

女性の人権を主張したときに反発する声
が上がるのは世の常のようです。
　一方、DVの被害に悩むという男性も増
加しており、神奈川県では男性専用の窓口
を設置しました。身体的暴力や経済的暴
力を受けた男性の被害相談がある一方、
加害行為の自覚がなく「被害者」だとして
相談してくるケース、また「暴力を止めら
れない」加害者の悩みを相談してくるケー
スがあり、窓口では、加害、被害の両方に対
応するとのことです。
　女性への暴力のなかでもとりわけDV
は「どっちもどっち」の話しに流されがち
ですが、男女が置かれている社会・経済的
な構造の問題という視点を忘れないよう
にしたいものです。暴力被害・加害で悩ん
でいる人、県や市のDV相談窓口に相談し
てください。もちろんいずれの性別でも受
け付けています。

　にわかに少子化がクローズアッ
プされています。和光市の最新の合
計特殊出生率は1.31。埼玉県平均
の1.29を上回り、全国平均の1.38
を下回っています。和光市のこれま
での最低値は1.23ですから、底打
ち感はあるものの、決して高いもの
ではありません。平成10年度以降
の統計を見ると、和光市は平成16
年度までは全国平均レベルだった
のが、17年度以降、全国平均を下回
り続けています。
　その間、和光市では平成10年度と
比較すると保育園の定員を倍以上に
増やし、小学校入学前までだった子
ども医療費の助成を中学生まで拡大
するなど、制度の拡充に努めてきま
した。しかし、冒頭に述べたように、
数値的にはやや改善傾向が見られる
ものの、決定的な成果は出ていない
のが現状です。

　そこで、市では10月から、妊娠から
小学校入学期までを継続的に支援す
る「和光版ネウボラ」事業を開始し、
核家族が多い和光市における育児
不安を解消することで、子どもがほ
しい夫婦が安心できる環境を提供す
ることにしました。子どもを産むた
めの障壁としては、他に経済的な理
由が挙げられますが、市としては市
内に税収と雇用の場を確保する和光
北インター地区の工業系の土地区画
整理事業を推進、来年5月には大規
模な事業所の第一号がオープンしま
す。さらに、再来年4月には（仮称）下
新倉小学校や白子三丁目地区の新保
育園の開設を予定しており、次世代
を育てる市民を強力にバックアップ
します。
　市民各位のご理解の下、未来を支
える世代の育成を応援してまいりま
しょう。

少子化に
立ち向かう
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例
年
冬
場
に
な
る
と
、
医
療
費
助

成
の
申
請
が
増
加
し
ま
す
が
申
請
に

関
し
て
以
下
の
と
お
り
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。

①
申
請
書
に
添
付
す
る
領
収
証
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、

医
療
機
関
ご
と
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調
剤
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翌
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。
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と
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②
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０
０
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付
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て

く
だ
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。
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。
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寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管

内
の
水
が
凍
結
・
破
損
し
、
漏
水
な

ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
道
管
へ
の
防
寒
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

凍
結
・
破
損
の
起
こ
り
や
す
い

状
況
と
は
？

　
水
道
管
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
、
地

上
に
露
出
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る

水
道
管
の
防
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療
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。

　
65
歳
以
上
の
人
で
、
こ
れ
か
ら
新
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に
手
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を
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す
る
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合
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手

帳
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っ
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療
費
支
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重
度
心
身
障
害
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医
療
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給
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象
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わ
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入
時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
手
帳

の
取
得
を
お
考
え
の
人
は
、
早
め
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
年

金
、障
害
年
金
、老
齢
年
金
、労
災
年

金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
す
る

人
は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
12
月
以
降
は
、
年

金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い

人
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り

新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

◦
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
等
が
低
額
の
老
齢
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合

◦
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額

の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給

し
て
い
る
場
合

◦
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死

亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族

厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

る
場
合　
な
ど

【
参
考
】児
童
扶
養
手
当
の
月
額

（
平
成
26
年
4
月
か
ら
）

◦
子
ど
も
１
名
の
場
合

全
部
支
給

◀

４
１
、０
２
０
円

一
部
支
給

◀

４
１
、０
１
０
円
〜

９
、６
８
０
円（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

◦
子
ど
も
2
名
以
上
の
加
算
額

2
人
目

◀

５
、０
０
０
円
、

3
人
目
以
降

　

１
名
に
つ
き

◀

３
、０
０
０
円

支
給
開
始
日

◦
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給

開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
の

う
ち
、
12
月
1
日
に
支
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人
が
、
平
成
27
年

3
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、

12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き

ま
す
。

◦�

12
月
〜
平
成
27
年
3
月
分
の
手
当

は
、
平
成
27
年
4
月
に
支
払
わ
れ

ま
す
。

新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の

手
続
き

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
に
必

要
な
書
類
等
を
事
前
に
左
記
の
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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12
月
1
日
か
ら「
児
童
扶
養
手

当
法
」の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

変更内容 現行 改正後

年齢制限 なし

65歳以上の新規手帳取得者等
の人を対象外

（平成26年12月31日までに受
給している人は継続して対象）

支給の対象
となる手帳の
種別・等級

身体障害者手帳1〜3級
療育手帳Ⓐ、A、B
後期高齢者医療制度加入者
で65歳以上の次のいずれか
に該当する人
①�身体障害者手帳4級のうち、

音声・言語・そしゃく機能障
害又は下肢機能障害（一部）

②�精神障害者保健福祉手帳
1・2級

③�障害基礎年金1・2級

身体障害者手帳1〜3級
療育手帳Ⓐ、A、B
精神障害者保健福祉手帳1級
※�精神障害者保健福祉手帳1級に

よる受給者は、精神病床の入院
の医療費は対象外。
�ただし、65歳以降、後期高齢者
医療制度に加入をした人は、精
神病床の入院医療費も対象。

所
に
起
こ
り
や
す
く
、
建
物
の
北
側

な
ど
日
の
あ
た
り
に
く
い
所
、
風
を

直
接
受
け
る
所
な
ど
は
更
に
注
意
が

必
要
で
す
。

防
寒
対
策
の
方
法

　
水
道
管
の
露
出
さ
れ
た
部
分
に
、

保
温
材
（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
厚
手

の
布
な
ど
）
を
取
り
付
け
、
ヒ
モ
で

し
っ
か
り
と
固
定
し
て
か
ら
、
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き
ま
す
。
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